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趣旨説明
野本京子 N O M O T O  K y o k o
（東京外国語大学・教授）　   　　　　
　野本と申します。皆様、今日は本シンポジウムにお出でいただき、本当にありがとうございま
す。遠くイギリスからシンポジウムのために来てくださったロバート・パークス先生、北海道か
らお出でいただいた吉田かよ子先生、そしてお忙しいなか、少し遅れて駆けつけて下さる香月洋
一郎先生にも心から感謝致します。またパークス先生に仲介の労をとっていただいた酒井順子先
生にもお礼申し上げます。
　シンポジウムを開催しましたオーラル・アーカイヴ班とは、東京外国語大学21世紀COE史資
料ハブ地域文化研究拠点内に設けられました班の一つです。ほかには在地固有文書班や印刷媒体
資料班などが活動しております。
　オーラル・アーカイヴ班という名称からおわかりだと思いますが、私たちのプロジェクトでは、
オーラル史資料のアーカイヴ化という、まだまだ日本においてはこれからの課題に属する困難な、
ただし豊かな可能性（とあえていいたいと思います）を秘めた「困難さ」にいやおうなく直面し、模索
しているといった状況です。発足以来、この点を意識し、学内外のさまざまな分野で実際にオー
ラルという手法を用いて研究を行ってきた方やアーカイヴ化に関わって来た方を招いて定例研究
会等を重ねてきました。昨年3月に開催したシンポジウム「消えゆく声を聞く 見えないものを
見る―オーラルヒストリーの可能性とアーカイヴズの課題 I」もその一環です。この時のシン
ポジウムでは『記憶から歴史へ』の著者のポール・トンプソン先生にもご報告いただいておりま
す（このシンポジウムの記録は『史資料ハブ地域文化研究ジャーナル』第2号、2003年9月に掲
載されています）。
　今回のシンポジウムのサブタイトルが「オーラル ･ヒストリーの可能性とアーカイヴズの課題
II」となっていますのは、昨年3月開催しましたシンポジウムに続き、課題を深めていこうとい
う意図からです。なお、今回のシンポジウムの企画を出されたのは、今日、報告者として名前を
連ねています倉石一郎さんです。倉石先生にはご自分の報告のなかで、問題意識とそれに基づく
実践をお話しいただくことになっています。
　それでは、本シンポジウムの趣旨をなるべく簡潔にお話ししたいと思います。
　近年、人文･社会科学において、文字化されていないオーラルな資料やデータの使用への関心、
またオーラルという方法自体とそれを用いた研究についての関心は急速に高まりつつあります。
これまで、それぞれの分野でオーラルという手法にもとづいて研究ないし活動していた人々が
横断的に結びつき、お互いの問題関心を披瀝し、交流していこうという動きも活発化しています。
昨年9月、日本オーラル・ヒストリー学会（JOHA）が創立されましたのも、このような動向を
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象徴しているのではないかと思います。今日、ご報告いただきます吉田かよ子先生はこの学会の
会長をされています。酒井先生もメンバーのお一人です。
　このようにオーラル・ヒストリー研究、ライフ・ヒストリー研究への関心は高まりつつありま
すが、わが国では、そうした資料をいかにして集め、保存し、利用するかについての体系化され
た議論はまだ十分なされているとはいえないのではないでしょうか。またオーラル資料を研究に
おいて活用する際に発生する諸問題についても十分に理解・整理されているとはいえないと思い
ます。
　皆さんも実感されていると思いますが、テープやMD、ビデオやDVD等の保存媒体の発達は
目覚ましいものがあります。これによって、永くひとびとの声や映像が残るようになりました。
このような状況にともない、研究者のあり方や研究「対象」との関係も根本的な見直しを迫られ
ているといえましょう。　
　本COEプロジェクトのオーラル・アーカイヴ班は、おもにアジア地域および必要に応じてそ
の外部の地域も含めた広域的な関係性のなかで、20世紀を生き抜いてきた人々の多様な声を聞
きとっていくことを目指しています。アジアにおけるオーラル史資料について調査および研究を
行っているわけですが、それを記録として残すこと、そしてできれば公開することを課題として
います。ここで少し本班の活動についてご紹介させていただきますと、大学院生を含む班のメン
バーはそれぞれのテーマに基づき、タイ・カンボジア・ベトナム・ネパールそして中国での調査
を進めております。またインドネシア（南スラウェシ）ですでに実施された日本占領化の人々の体
験についての聞き取り調査のデジタル化作業やバングラデシュ解放研究センターの「オーラルヒ
ストリー・プロジェクト」事業にも協力しております。いずれにしましても、先に述べました課
題は、オーラル研究の拠点形成、アーカイヴズ作りをめざす私たちが直面している課題なのです。
　そこで本シンポジウムでは、第一にいかにして声を残すか、すなわちアーカイヴズを形成す
るかという課題について、諸外国での経験や知見に学ぶことによって、問題の所在を確認し、解
決の糸口を見つけたいと思います。そのため、豊かな実践・実績を積み重ね、世界随一の質量を
誇るブリティッシュライブラリー・サウンドアーカイヴよりロバート･パークス氏をお招きしま
した。パークスさん（Dr. Robert Perks）には、同アーカイヴの概要をお話しいただくと同時に、
ナショナル・ライフストーリーコレクションのディレクターとして関わってこられた実践（チャ
レンジ）に基づき、オーラル・ヒストリーの可能性とアーカイヴズ化について、幅広くお話しい
ただくことになると思います。
　本シンポジウムでは第二に、〈残された声〉と向き合い、対話し、作品を生み出す仕事が内包
する〈豊穣さ〉をめぐって考えていきたいと思います。保存媒体によって記録された声は、いつ
いかなる時でも再生可能であり、それゆえ耳を傾けるその時々によって異なった表情を見せるこ
とがあります。
　これまでのオーラル研究、たとえば従来の歴史研究におけるオーラルヒストリーを考えてみま
すと、「実証性」ということを念頭に、通常、残された声からその意味内容を過不足なく読む取
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ることに力点があったように思います。もちろん、そうはいいましても、さまざまな試みがなさ
れていることも看過できませんが。例えば、昨年度のシンポジウムでお話しいただいた折井美耶
子先生が関わっておられる地域女性史の試みは、たんに文献史料の欠落部分を補完するという以
上に、「語る人の生活や生き方」を照射するものだと思いますし、最近では同じく昨年度のシン
ポでご報告いただいた保苅実さんが、非常にインパクトのある『ラディカル・オーラル・ヒスト
リー』（お茶の水書房、2004年）を出されています。
　しかしオーラルという実践を重ねていきますと、文字資料の空白を埋めるという営みを超え
た何か、例えば語られる「ことば」そのものや語る人の表情が聴く者をとらえて放さないといっ
たことがあるのではないでしょうか。また文字化が困難であるにせよ、沈黙や間といったものが、
ある文脈のなかでは聞くものに強く訴える力をもつといったことを経験された方もおられること
と思います。近年の情報化技術の進展は、このような声や表情がそのまま記録として残されるこ
とを意味します。
　シンポジウムのタイトルの〈豊穣〉はこのような点とかかわっています。つまり保存媒体の発
達そしてアーカイヴズ化により、直接インタビューした人以外が〈残された声〉と向きあい、対
話することが可能となるといった側面を表現したものです。しかし他方でこの豊穣さは、ある種
の困難さと表裏一体の関係にあるといわざるを得ません。当初の目的とは異なる文脈での声の活
用には、倫理問題がたえずつきまといますし、インタビュアーと二次的利用者が一致しない場合
には、資料活用に限界があることも予想されます。また著作権法等を意識した対応も考えざるを
得ないのです。
　本シンポジウムでは、民俗学 ･文化人類学 ･社会学 ･日本語教育そして日米比較女性史といっ
た多岐にわたる分野からパネリストをお招きし､自らの実践のなかから、このような豊穣さ ･ 困
難さに通ずるエピソードやお考えをお話しいただき、参加者とともに議論を深めていきたいと考
えております。フロアーからもご発言いただき、みのりある会になりますよう、最後まで御協力
のほど、どうぞよろしくお願い致します。
